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演題   ES・iPS 細胞を用いた中枢神経系の再生戦略  
  
 神経系の再生とは軸索再生、細胞補充、機能再建の 3 つの概念を含むものとして理解できる 
[Okano H, Semin Cell Dev Biol., 2003]。損傷後の中枢神経系に選択的あるいは量的に多く誘導され

る軸索再生阻害因子は、①ミエリン由来因子 (NOGO, MAG, OMgp)、②反応性アストロサイトに起

源を持つグリア瘢痕由来因子 (CSPG)、③繊維性瘢痕由来因子 (Semahorin3A)に大別できる。この

中で我々は Semaphorin3A に対する選択的阻害剤を用いて、rat 完全脊髄切断モデルにおいて、後

肢の運動機能に密接に関わる青斑核ー脊髄路のような中枢神経系の軸索束の再生誘導を誘導するこ

とができた。興味深いことにここで再生した軸索は脊髄内であるにも拘わらずシュワン細胞による

末梢系タイプの髄鞘を有していた。Semaphorin3A がシュワン細胞の移動に大きく関与し、この作

用を阻害することは損傷した中枢神経系の再髄鞘化を誘導できることが明らかになった [Kaneko 
S et al., Nature Medicine, 2006]。本講演では、Semaphorin3A阻害剤以外にも、神経堤幹細胞の分

離とその分化能 [Nagoshi N et al., Cell Stem Cells, 2008]と脊髄再生への応用、ES細胞と iPS細胞

の神経分化とその脊髄再生への応用、さらにはMRIを用いた拡散テンソル・tractographyを用いた

脊髄および末梢神経系の軸索の可視化 [Fujiyoshi et al., J. Neurosci, 2007]とその再生研究への応用

についても話したい。 
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